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令和４年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間・社会科・図画工作科（第４学年）


テーマ〖　給食牛乳パックリサイクルへの挑戦　〗


　　　　　　　　　　　～自分事・つながる・広げる～　


　　　豊中市立新田小学校<ユネスコスクール加盟校〉　





SDGｓ連動項目


� � �





≪学習のねらい≫


　・社会科の学習とSDGｓのつながりを理解し、「ごみを減らそう」「むだをなくそう」と主体的に行動する態度を養う。


　・学んだことを自分事としてとらえ、「給食ゼロウェイスト」に向け、様々な立場や意見を知り、自分にできることを考え、発信する。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　５月　～　２月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


社会科


�
～つかむ～


・いつも給食で飲んでいる牛乳パックが焼却処分されていることを知る。


・自分たちにできることを考え、牛乳パックリサイクルの方法について考える。�
■市におけるごみの現状から、身近な給食でのごみに焦点をあてる。�
�
２


総合的な学習の時間�
～つながる～


・ゴミ減量推進課や家庭ごみ事業課の方々から、パックリサイクルのメリットや手順を聞き取る。


・牛乳パックリサイクルを開始する。�
■リサイクルとSDGｓの関わりについて考えを広げ、自分達の行動とそれが及ぼす影響について関連付ける。�
�
３


図工科


総合的な学習の時間�
～広げる～


・牛乳パックから紙をとり出す「紙すき体験」をする。


・取組みをESD発表会で発表し、他学年や教職員、家庭にリサイクルの意義をよびかけるとともに、リサイクルの手順等必要な支援を行う。�
■「紙すき体験」から、パックを原料にもどすことの困難さを理解する。


■他学年等に自分たちの取組みを広げていく実感をもつ。�
�
４


総合的な学習の時間�
～まとめる～


・「給食ゼロウェイスト」に向け、ストローの使用について考え、「使う責任」をもつ。


・学習をふり返り、ごみを減らすために、まず何が大切か考える。�
■プラスチックストローについて考えることで、来年度につなげられるように意識する。


■「使う責任」を持って行動することの大切さについて感じ取る。�
�



≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　・豊中市環境事業部　ゴミ減量推進課、家庭ごみ事業課


　・NHK for School　　・全国牛乳容器環境協議会


≪成果≫


・身近なところから課題を見つけ、社会科での学びとSDGｓと


をつなげて考えることができた。さらに、自分事として取組みを


進め、発信することができた。


・発信することにとどまらず、自分たちの取組みを他学年へ広げた。


さらに家庭、地域等へ主体的に広げていくことができた。
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